
 

船舶事故等調査報告書 

平成２６年５月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４仙第８号 

事故等種類 衝突（岸壁） 

発生日時 平成２６年２月１３日 ０９時０２分ごろ 

発生場所 岩手県釜石市釜石港の公共ふ頭－１１ｍ岸壁 

 釜石港北防波堤灯台から真方位１８５°４２５ｍ付近 

 （概位 北緯３９°１６.０′ 東経１４１°５３.７′） 

事故等調査の経過  平成２６年２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 BUNGO
ブ ン ゴ

 PRINCESS
プ リ ン セ ス

（パナマ共和国籍）、６,７３６トン 

 ９４９６６５４（ＩＭＯ番号）、BUNGO WORLD SHIPPING SA 

 乗組員等に関する情報 船長（フィリピン共和国籍）、締約国資格受有者承認証 船長（パナ

マ共和国発給） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 左舷船尾部に凹損等 

岸壁 コンクリートが剝離 

 事故等の経過  本船は、船長ほか１６人（全員フィリピン共和国籍）が乗り組み、

スチール製ワイヤーロッドを積載し、船橋で船長が操船指揮を執り、

三等航海士が主機操縦レバーの操作に、甲板手が手動操舵にそれぞれ

当たり、タグボート１隻を右舷方に配置し、入船左舷着けしていた釜

石港の南桟橋から離桟作業を開始した。 

 本船は、タグボートに船尾を引かれて南桟橋先端を過ぎた頃、機関

を中立にし、船長が、タグボートに離れるように指示を行い、タグボ

ートが離れた後、機関を前進にかけたが、後進の行きあしが止まら

ず、平成２６年２月１３日０９時０２分ごろ南桟橋南側の釜石港の公

共ふ頭－１１ｍ岸壁（以下「本件岸壁」という。）に左舷船尾部が衝

突した。 

 本船は、自力航行して検疫錨地に錨泊し、船長は、損傷状況を確認

した後、海上保安庁に通報した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西北西、風力 １、視界 良好 

海象：波高 約３ｍ、波向 東、潮汐 低潮時 

 釜石市には、２月１３日０４時１１分強風注意報が発表されてい

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 

あり 

なし 



 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

なし 

 本船は、釜石港の南桟橋から離桟作業中、機関を前進にかけたが、

後進の行きあしを制御できなかったことから、本件岸壁に衝突したも

のと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、釜石港の南桟橋から離桟作業中、機関を前進に

かけたが、後進の行きあしを制御できなかったため、本件岸壁に衝突

したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・離桟作業中においては、行きあしの制御を適切に行うこと。 

 


